
　
　
　
高
野
実
思
想
の
継
承
と
発
展
を 

　
　
　
　
　
　
　

―
―
戦
後
労
働
運
動
二
回
の
大
高
揚
と
そ
の
反
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口　

篤
三

　

総
評
結
成
の
中
心
を
担
っ
た
高
野
実
主
宰
で
刊
行
さ
れ
た
『
労
働
情
報
』
は
、
１
９
６
０
～
６
３
年
（
第
１

期
）
と
、
77
年
１
月
の
大
阪
集
会
で
発
行
を
決
め
、
２
回
の
準
備
号
の
後
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。
日
本
資
本
主
義

＝
Ｊ
Ｃ
路
線
と
対
決
す
る
労
働
運
動
の
構
築
を
め
ざ
し
、
日
本
労
働
組
合
運
動
の
な
か
で
存
在
感
が
あ
る
潮
流

と
な
っ
た
。
67
～
68
年
（
第
２
期
）
を
引
き
継
ぐ
第
３
期
と
し
て
77
年
に
樋
口
篤
三
さ
ん
を
編
集
人
と
し
て
創

刊
さ
れ
た
。

　

戦
後
日
本
労
働
運
動
は
２
回
の
大
高
揚
が
あ
っ
た
。
第
１
は
敗
戦
直
後
の
１
９
４
６
年
１
月
か
ら
47
年
の
２
・

１
ゼ
ネ
ス
ト
攻
勢
の
時
で
、「
統
一
戦
線
が
で
き
れ
ば
左
翼
政
権
が
で
き
る
」（
朝
日
・
後
藤
基
夫
＝
後
の
編
集
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数
年
間
の
高
揚
は
ウ
ソ
の
よ
う
に
潮
が
引
き
、
運
動
は
ア
ッ
と
い
う
問
に
沈
滞
し
、
全
戦
線
に
危
機
感
が
満

ち
て
い
た
。
左
の
全
戦
線
で
も
事
態
を
茫
然
と
し
て
見
て
い
る
だ
け
の
よ
う
に
見
え
た
。

　
　
反
撃
の
戦
略
と
前
段
の
蓄
積

　

私
は
、
地
区
青
年
労
働
者
オ
ル
グ
を
は
じ
め
、
生
協
、
工
場
、
党
等
で
の
オ
ル
グ
の
経
験
を
『
オ
ル
グ
―
過
去
、

現
在
、
未
来
』（
70
年
）
に
著
し
、
高
野
に
ほ
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
主
体
の
危
機
を
何
回
も
く
ぐ
り
、
一

人
に
な
っ
て
も
闘
い
を
挑
ん
だ
こ
と
も
数
回
あ
っ
た
の
で
、“
よ
し
、闘
お
う
”
と
、ま
ず
一
人
で
ハ
ラ
を
固
め
た
。

　

ま
た
、75
年
か
ら
季
刊
『
労
働
運
動
』
の
編
集
長
を
つ
と
め
、大
阪
の
全
金
田
中
機
械
支
部
を
は
じ
め
、国
労
、

全
逓
、
自
治
労
等
の
幹
部
活
動
家
な
ど
、
同
憂
の
同
志
た
ち
を
か
な
り
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
前
提
と
し
た
私

の
戦
略
構
想
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

①
危
機
と
闘
う
こ
と
を
通
じ
て
日
本
労
働
者
階
級
の
「
多
数
者
獲
得
」
を
め
ざ
す
（
ド
イ
ツ
革
命
下
で
の
レ
ー

ニ
ン
の
言
葉
。
日
本
で
は
神
山
茂
夫
と
高
野
実
が
提
唱
。
高
野
が
総
評
結
成
で
実
践
）。
②
日
本
は
イ
タ
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
、
中
国
等
に
比
べ
て
は
る
か
に
弱
か
っ
た
統
一
戦
線
の
志
、
思
想
、
路
線
を
労
働
戦
線
で
追
求
す
る
。

③
闘
い
の
拠
点
を
つ
く
る
。
④
戦
後
労
働
運
動
で
政
治
的
に
最
も
優
れ
て
有
用
有
効
で
あ
っ
た
の
は
、
高
野
派

と
国
鉄
革
同
（
そ
の
頃
前
後
ま
で
）
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
の
今
日
版
を
め
ざ
す
。
⑤
勝
海
舟
が
幕
末
に
唱
え

た
「
日
朝
中
」
三
国
連
帯
の
思
想
と
国
際
主
義
を
今
に
追
求
す
る
。

局
長
）
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
た
が
、
日
共
と
社
右
派
の
双
方
か
ら
つ
ぶ
さ
れ
た
。

　

第
２
の
大
高
揚
は
、
60
年
安
保
、
三
池
大
闘
争
で
「
神
武
以
来
の
大
衆
闘
争
」
と
い
わ
れ
た
。
２
回
と
も
、

国
労
と
全
逓
、
大
金
属
が
主
力
で
あ
っ
た
。

　

も
う
一
つ
、
３
回
目
は
70
年
代
前
半
で
、
民
間
大
手
は
軒
並
み
資
本
・
Ｊ
Ｃ
派
に
押
さ
え
込
ま
れ
た
が
、
公

労
協
・
官
公
労
と
民
間
中
小
は
（
特
に
全
金
、
全
港
湾
）
戦
後
最
大
に
戦
闘
化
し
た
。

　

そ
の
ピ
ー
ク
は
74
春
闘
で
、
賃
上
げ
平
均
２
万
８
千
７
８
１
円
で
32
・
９
%
ア
ッ
プ
、
争
議
行
為
を
伴
う
も

の
９
千
５
８
１
件
、損
失
日
数
９
６
６
万
２
千
１
４
５
時
間
に
及
ん
だ
。
労
組
組
織
率
は
33
・
９
%（
49
年
が
ピ
ー

ク
で
55
・
８
%
）
に
回
復
し
た
。
75
年
の
ス
ト
権
ス
ト
で
は
、
国
労
、
動
労
が
新
幹
線
を
８
日
間
止
め
る
戦
闘

力
を
示
し
た
。

　
　
だ
が
、
動
あ
れ
ば
反
動
あ
り

　

自
民
党
の
中
曽
根
幹
事
長
、
若
手
議
員
ら
が
「
労
使
関
係
で
は
な
く
、
治
安
関
係
」
と
し
て
対
処
。
ゼ
ロ
回

答
の
み
な
ら
ず
、
２
０
２
億
円
の
損
害
賠
償
を
労
組
に
突
き
つ
け
た
。

　

そ
れ
に
先
立
つ
75
春
闘
で
の
賃
上
げ
は
、
前
年
の
半
分
以
下
の
13
・
１
%
に
巻
き
返
さ
れ
て
い
た
。
日
経
連

と
Ｊ
Ｃ
派
（
国
際
金
属
労
連
日
本
協
議
会
）
は
一
体
と
な
っ
て
戦
闘
的
な
労
働
運
動
を
押
さ
え
込
み
、
以
来
総

評
は
鉄
鋼
中
心
の
Ｊ
Ｃ
（
他
に
自
動
車
、
造
船
、
電
機
、
機
械
）
に
追
い
ま
く
ら
れ
た
。
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ま
で
座
っ
て
、寒
い
で
し
ょ
う
ね
え
」、「
会
場
が
狭
す
ぎ
ま
し
た
ね
え
」
と
、私
に
話
し
か
け
た
。
こ
の
よ
う
に
、

前
総
評
議
長
は
誠
実
で
、
階
級
的
良
心
に
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
た
。

　

市
川
誠
は
、「
労
働
情
報
に
期
待
す
る
」
と
、
次
の
一
文
を
寄
せ
た
。

　
　
「『
日
本
資
本
主
義
と
対
決
す
る
労
働
運
動
』
と
題
す
る
大
阪
集
会
に
出
席
し
て
、
私
は
数
多
く
の
こ
と
を

　

学
ん
だ
が
、
特
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
二
つ
あ
る
。

　
　

ひ
と
つ
は
全
国
各
地
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
き
び
し
い
条
件
に
あ
り
な
が
ら
も
、
日
夜
体
を
張
っ
て
頑
張
り
続

　

け
て
い
る
、
多
く
の
労
働
者
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
家
の
日
夜
に
わ
た
る
活
動
に
、

　

総
評
を
中
軸
と
す
る
日
本
の
労
働
運
動
が
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
た
も
の
で
あ

　

る
。

　
　

第
２
に
、
集
会
の
表
題
が
示
す
よ
う
に
、
果
た
し
て
今
日
の
わ
れ
わ
れ
日
本
の
労
働
運
動
が
、
資
本
と
真

　

に
対
決
し
た
も
の
、
資
本
に
迫
り
資
本
が
譲
歩
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
も
の
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
か

　

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

こ
の
点
に
関
し
て
い
え
ば
、
総
評
、
さ
ら
に
は
春
闘
共
闘
委
員
会
の
議
長
と
い
う
職
務
を
務
め
て
き
た
私

　

自
身
の
責
任
も
ま
ぬ
が
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
　

資
本
に
真
に
対
決
す
る
労
働
運
動
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
は
、
日
本
の
す
べ
て
の
労
働
者
に
共
通
に

　

課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
を
願
望
と
し
て
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
社
会
的
に

　

実
態
あ
る
も
の
と
し
て
ど
う
具
体
的
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
の
か
が
鋭
く
問
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
の

『
労
働
情
報
』
形
成
過
程
で
は
、
新
左
翼
以
外
は
初
対
面
の
人
々
が
大
部
分
で
あ
っ
た
が
、
４
顧
問
（
市
川
誠
、

兼
田
富
太
郎
、
松
尾
喬
、
清
水
慎
三
）、
吉
岡
徳
次
（
全
港
湾
委
員
長
）、
中
江
昌
夫
（
動
労
書
記
長
）、
沖
縄
の

照
屋
秀
伝
（
沖
縄
市
職
労
、
左
派
の
中
心
）
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
活
動
家
に
働
き
か
け
た
が
、
断
ら
れ
た

人
は
ゼ
ロ
に
近
い
と
い
う
反
応
の
よ
さ
で
あ
っ
た
。
危
機
が
極
め
て
深
刻
で
あ
り
、
そ
の
根
元
的
突
破
と
本
気

で
や
ろ
う
と
し
た
志
と
闘
う
路
線
、
そ
の
熱
情
、
幅
広
い
統
一
戦
線
の
構
想
力
等
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。

　
　
全
国
労
働
者
集
会
（
大
阪
集
会
）
へ

　
「
１
月
中
旬
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
全
国
労
働
者
討
論
集
会
は
、
た
ん
に
77
年
初
頭
に
開
か
れ
、
77
春
闘
の
質

的
転
換
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
く
、
70
年
代
後
半
か
ら
80
年
代
に
踏
み
込
む
労
働
者
運
動
に
と
っ
て
、
重
要

な
布
石
を
打
っ
た
も
の
と
し
て
、
私
は
評
価
し
て
い
る
。
ひ
と
こ
と
で
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
“
コ
ロ
ン

ブ
ス
の
卵
”
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。」（
鎌
田
慧
「
季
刊
労
働
運
動
」
77
年
）

　

市
川
誠
は
、
前
年
ま
で
総
評
議
長
を
６
年
間
務
め
た
直
後
で
あ
っ
た
。
初
対
面
は
、
総
評
近
く
の
ソ
バ
屋
で

昼
飯
を
食
べ
な
が
ら
で
あ
っ
た
が
、
ま
ず
冷
や
酒
を
一
杯
頼
み
、
ぐ
っ
と
呑
み
ほ
し
た
の
を
見
て
、
豪
傑
だ
な

と
感
じ
た
。
彼
は
高
野
を
師
と
仰
ぐ
努
力
の
人
で
あ
っ
た
。

　

大
阪
集
会
の
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
さ
な
か
、
隣
に
い
た
市
川
さ
ん
は
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
通
路
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…
…
全
国
の
仲
間
た
ち
と
と
も
に
闘
い
の
先
頭
に
立
つ
決
意
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。」（
全
電
通
・
仙
台
分

会
・
加
藤
）

　

こ
の
こ
と
は
、
こ
こ
十
数
年
来
の
各
種
集
会
を
つ
う
じ
て
き
た
も
の
に
と
っ
て
は
、
あ
る
画
期
的
な
も
の
で

あ
っ
た
。

　　

集
会
呼
び
か
け
人
の
一
人
は
い
う
。

　
「
い
ま
ま
で
何
百
回
と
な
く
集
会
を
や
っ
て
き
た
が
、
い
か
に
人
を
一
人
で
も
多
く
集
め
る
か
に
苦
労
し
た
。

だ
が
今
度
は
ま
っ
た
く
逆
で
、
会
場
の
都
合
で
、
い
か
に
減
ら
す
か
で
苦
労
し
た
。」（
創
刊
準
備
号
２
・
２
５

「“
一
点
の
火
花
”
を
階
赦
的
労
働
運
動
再
生
の
狼
火
に
」）

　

こ
れ
は
従
来
と
は
大
き
く
ち
が
う
ぞ
、
と
参
加
者
に
実
感
さ
せ
た
内
容
が
あ
っ
た
。
ま
ず
人
々
を
驚
か
せ
た

の
が
、
市
川
誠
（
前
総
評
・
議
長
）、
松
尾
喬
（
全
金
前
委
員
長
）、
高
橋
鉄
雄
（
新
日
鉄
・
現
業
労
組
書
記
長
・

社
党
協
）、
佐
々
木
善
治
（
動
労
札
幌
地
本
委
員
長
）、
西
村
卓
司
（
三
菱
長
船
労
組
副
委
員
長
）、
渡
辺
勉
（
全

国
一
般
南
部
支
部
委
員
長
）、
要
宏
輝
（
全
金
大
阪
地
本
組
織
部
長
）、
司
会
・
樋
口
篤
三
（
季
刊
労
働
運
動
編

集
長
）
と
い
う
、
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
メ
ン
バ
ー
。

　

ま
た
、
大
阪
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
全
国
的
に
は
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
南
大
阪
の
全
金
港
合
同
・
田

中
機
械
の
「
３
６
５
日
の
階
級
闘
争
」
の
持
続
力
、
戦
闘
性
、
組
織
化
は
参
加
者
に
大
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。

そ
し
て
、
総
評
大
会
で
も
各
地
域
で
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
広
が
り
と
闘
い
が
11
の
産
別
か
ら
報
告
さ
れ
、
各

　

た
め
に
は
、
ま
ず
最
初
に
全
国
各
地
の
無
数
の
創
造
的
な
闘
い
を
共
通
の
も
の
と
し
て
い
く
こ
と
、
さ
ら

　

に
は
相
互
の
連
帯
と
団
結
を
深
め
て
い
く
た
め
の
相
互
批
判
と
論
争
の
場
が
開
か
れ
た
も
の
と
し
て
保
障
さ

　

れ
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
か
ろ
う
か
。
労
働
者
・
人
民
が
自
ら
の
闘
い
に
誇
り
を
も
ち
、
自
己
を
天
下
に
主

　

張
す
る
と
こ
ろ
に
人
民
が
歴
史
を
つ
く
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
…
…
こ

　

の
意
味
で
“
労
働
情
報
”
誌
が
大
き
な
役
割
を
具
体
的
に
果
た
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
す
る
。」（
創
刊

　

準
備
号
77
・
２
・
２
５
）

　
　
現
場
活
動
家
が
決
起
し
た

　

第
１
回
大
阪
集
会
に
対
す
る
現
場
の
活
動
家
の
反
応
は
次
の
如
く
だ
っ
た
。

　
「
支
部
か
ら
５
名
参
加
し
た
が
、
月
曜
日
は
頭
が
ガ
チ
ガ
チ
に
な
っ
て
、
や
ろ
う
ぜ
。
や
ろ
う
ぜ
と
興
奮
し

て
い
た
。」（
全
港
湾
大
阪
港
支
部
・
高
柳
怜
）

　
「
政
府
危
機
と
日
本
労
働
運
動
の
危
機
と
い
う
ふ
た
つ
の
重
大
な
情
勢
の
な
か
で
開
か
れ
た
今
回
の
討
論
集

会
は
、
ま
っ
た
く
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
大
き
な
一
歩
が
提
起
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
と
の
深
い
確
信
を
も
ち

ま
し
た
。

　

集
会
に
参
加
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
立
し
た
戦
闘
的
な
仲
間
た
ち
の
苦
闘
が
、
本
格
的
な
労
働
運
動
の
激
動

の
な
か
で
、
真
に
階
級
的
な
団
結
を
求
め
る
潮
流
へ
の
飛
躍
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
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●
労
働
・
生
産
の
主
人
公
を
め
ざ
す
階
級
的
労
働
運
動
の
形
成
を
！

　

新
左
翼
の
み
が
か
た
ま
る
と
い
う
60
年
代
の
枠
を
一
挙
に
突
破
し
た
戦
略
発
想
と
戦
略
展
開
と
人
物
の
意
外

性
等
に
よ
っ
て
、
販
売
部
数
は
倍
々
に
の
び
、
当
初
２
～
３
千
部
、
２
～
３
年
と
思
っ
て
い
た
の
が
、
半
年
間

だ
け
で
９
千
部
に
２
年
目
に
は
実
質
１
万
２
千
部
に
、
数
年
後
に
は
全
国
40
都
道
府
県
の
支
局
・
分
局
が
下
か

ら
自
発
的
に
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

私
は
編
集
長
、
オ
ル
グ
団
長
、
委
員
長
を
兼
任
と
い
う
変
則
体
制
だ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
支
・
分
局
に
行
き
、

講
演
を
し
、
必
ず
そ
の
地
の
重
要
労
組
と
幹
部
を
た
ず
ね
オ
ル
グ
し
、
活
動
家
の
家
に
泊
ま
っ
た
。
ホ
テ
ル
に

泊
ま
っ
た
こ
と
は
原
則
と
し
て
な
か
っ
た
。

　

活
動
家
の
家
に
泊
め
て
も
ら
う
と
、
そ
の
家
族
の
構
成
と
暮
ら
し
ぶ
り
が
よ
く
分
か
っ
た
。
そ
の
人
間
関
係

を
で
き
う
る
限
り
大
切
に
し
、
今
も
つ
き
あ
っ
て
い
る
友
人
が
幾
多
い
る
。

　
　
人
は
宝
、
し
か
し
大
き
く
抜
け
た
人
々

　

あ
ら
ゆ
る
運
動
、
事
業
で
も
っ
と
も
大
切
な
も
の
は
「
人
」
で
あ
る
。
西
郷
隆
盛
の
い
っ
た
「
生
命
も
、
名

誉
も
金
も
地
位
も
い
ら
な
い
」
志
士(

男
女)

で
あ
る
。

　

労
働
情
報
は
、
多
く
の
人
々
に
恵
ま
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
か
な
り
の
見
逃
し
と
空
白
層
が
あ
っ
た
。

そ
の
最
大
の
も
の
は
日
共
系
の
国
鉄
革
同
と
中
西
五
洲
系
、
そ
し
て
「
新
日
和
見
主
義
」
と
い
わ
れ
た
民
青
の

単
産
傘
下
労
働
者
を
勇
気
づ
け
た
。

　
　『
労
働
情
報
』
発
刊
へ

　

私
は
集
会
最
後
に
労
働
情
報
発
刊
の
構
想
、
企
画
を
発
表
し
な
が
ら
、「
潮
の
流
れ
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
」、

い
や
、
変
え
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
こ
れ
は
い
け
る
、
と
い
う
こ
と
を
ナ
マ
に
感
じ
た
。
こ
ん
な
こ
と

は
人
生
で
何
回
も
な
い
。

　

そ
し
て
２
回
の
準
備
号
を
へ
て
創
刊
号
を
発
刊
し
た
。

　
『
労
働
情
報
』
の
題
字
は
、高
野
を
尊
敬
す
る
兼
田
富
太
郎
（
吉
岡
徳
次
の
前
の
全
港
湾
委
員
長
、総
評
副
議
長
）

の
直
筆
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
主
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
次
の
通
り
。

　

●
日
本
帝
国
主
義
の
労
働
版
＝
資
本
の
第
二
労
務
部
＝
Ｊ
Ｃ
路
線
と
対
決
し
よ
う
！

　

●
日
本
労
働
運
動
の
戦
闘
的
伝
統
―
職
場
闘
争
と
反
合
闘
争
、
地
域
闘
争
、
破
防
法
ス
ト
、
安
保
・
三
池
大

　
　

闘
争
、
マ
ル
生
粉
砕
闘
争
等
―
を
継
承
し
、
発
展
さ
せ
よ
う
！　

―
略
―

　

●
日
本
―
朝
鮮
―
中
国
人
民
の
団
結
。
ア
ジ
ア
、
第
三
世
界
の
労
働
者
、
人
民
と
連
帯
し
て
日
本
帝
国
主
義

　
　

を
う
ち
た
お
そ
う
！

　

●
労
働
者
階
級
の
終
局
的
解
放
！
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が
現
地
と
話
し
て
建
て
た
も
の
で
、
こ
の
画
に
よ
っ
て
全
国
に
し
ら
れ
た
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　

丸
木
夫
婦
、
国
分
一
太
郎
ら
は
、
私
の
大
先
輩
だ
が
同
じ
時
期
に
日
共
を
除
名
さ
れ
た
「
同
志
」
で
も
あ
っ

た
。

　
　
多
く
の
同
志
、
戦
友
が
天
界
へ

　

こ
の
30
年
間
、「
日
本
人
民
の
最
良
の
子
」
だ
っ
た
先
輩
や
同
志
戦
友
が
か
な
り
天
界
に
旅
立
っ
た
。

　

顧
問
の
市
川
誠
（
代
表
）、
松
尾
喬
（
初
代
代
表
）、
兼
田
富
太
郎
、
清
水
慎
三
、
平
垣
美
代
司
、
そ
の
次
の

吉
岡
徳
次
、
芳
賀
民
重
（
東
京
地
評
事
務
局
長
）、
或
い
は
鈴
木
市
蔵
（
国
労
、
２
・
１
ゼ
ネ
ス
ト
の
中
心
者
の

一
人
）、
長
谷
川
浩
（
元
日
共
労
働
部
長
）
や
林
大
鳳
（
動
労
委
員
長
、
労
研
セ
ン
タ
ー
京
都
代
表
）
…
…
。

　

私
と
同
僚
の
小
峰
雄
蔵
（
都
教
組
大
田
支
部
委
員
長
）、
中
川
昭
喜
（
少
数
反
戦
派
か
ら
都
庁
職
労
委
員
長
）、

中
島
道
治（
繊
維
労
連
委
員
長
）、そ
し
て
清
水
慎
三
が
高
く
評
価
し
た
山
口
健
二（
ア
ナ
ル
コ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
）

―
相
談
し
て
「
新
地
平
」
誌
に
―
、
山
田
順
三
（
道
支
局
代
表
、
北
教
組
幹
部
）、
そ
し
て
私
よ
り
も
若
か
っ

た
清
水
英
介
（
電
産
中
国
副
委
員
長
、
反
原
発
ス
ト
を
う
っ
た
。

　

本
誌
の
目
玉
の
一
人
、
鍋
田
次
郎
（
川
口
分
局
で
50
部
組
織
し
た
）、
今
野
求
、
横
山
好
夫
、
加
藤
滋
（
宮

城
分
局
連
代
表
）、
藤
谷
弘
（
東
水
労
）、
有
富
薫
美
（
山
口
県
富
浦
町
議
）、
小
谷
大
（
私
鉄
南
海
）、
藤
崎

武
（
新
日
鉄
・
社
党
協
）
…
…
。
三
里
塚
の
戸
村
一
作
、
秋
葉
哲
、
石
井
武
、
小
川
源
…
。

闘
う
左
翼
層
で
あ
る
。

　

発
刊
当
初
、
権
力
・
資
本
と
Ｊ
Ｃ
派
と
の
対
決
が
中
心
だ
っ
た
が
、
日
共
と
も
対
立
し
て
い
た
。
そ
れ
は
教

師
聖
職
論
、
自
治
体
奉
仕
者
論
か
ら
「
ス
ト
罪
悪
論
」（
国
鉄
分
割
・
民
営
闘
争
時
に
１
回
も
ス
ト
の
主
張
さ

え
な
か
っ
た
）
に
激
し
く
対
立
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

田
中
機
械
の
労
組
掲
示
板
に
も
日
共
批
判
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
常
時
か
か
げ
ら
れ
て
い
た
。
全
金
全
国
大
会
で

全
面
対
決
と
な
っ
て
日
共
系
が
退
席
し
た
り
、
大
阪
総
評
や
動
力
車
も
対
決
で
あ
っ
た
。

　

が
78
年
、
沖
電
機
（
電
機
大
手
10
社
）
が
78
人
の
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
を
強
行
す
る
。
そ
の
う
ち
社
会
主
義
協
会

２
人
、
労
働
情
報
・
新
左
翼
系
が
６
人
、
他
は
日
共
系
で
あ
っ
た
。

　

思
想
と
路
線
は
全
く
ち
が
っ
た
が
、
権
力
・
資
本
に
よ
っ
て
共
に
思
想
だ
け
に
よ
っ
て
（
マ
ル
ク
ス
主
義
）

首
を
き
る
１
９
５
０
年
―
三
池
の
再
来
で
あ
る
。
そ
れ
を
み
て
、
誌
上
で
「
方
針
は
ち
が
う
が
、
レ
パ
に
は
共

同
し
て
闘
お
う
！
」
と
公
的
に
主
張
し
、
田
中
機
械
支
部
は
「
反
日
共
・
糾
弾
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
ひ
っ
こ
め

た
。
日
共
本
部
の
あ
る
人
々
は
我
々
の
こ
の
態
度
を
み
て
い
て
、
そ
の
10
年
後
に
は
先
方
か
ら
話
し
か
け
て
き
、

親
し
く
な
っ
た
。

　
『
労
働
情
報
』
の
表
紙
に
年
２
回
ぐ
ら
い
、
丸
木
俊
さ
ん
の
直
筆
（
本
誌
の
み
の
）
画
が
の
っ
て
い
る
。
貴

重
な
財
産
で
、
金
に
換
算
し
た
ら
か
な
り
の
大
金
で
あ
る
。
１
７
０
・
１
７
１
号
（
84
・
８
・
10
）「
天
皇
の
軍

隊
に
虐
殺
さ
れ
た
久
米
島
住
民
、
久
米
島
在
朝
鮮
人
痛
恨
之
碑
」
は
、
日
本
に
た
だ
一
つ
し
か
な
い
「
天
皇
の

軍
隊
」
名
を
あ
げ
て
糾
弾
し
た
歴
史
に
残
る
記
念
す
べ
き
も
の
―
私
の
友
人
の
国
士
舘
闘
争
の
桑
田
博
（
読
者
）



高野実思想の継承と発展を（樋口篤三）

13 12

　

じ
つ
の
と
こ
ろ
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
ま
で
つ
づ
く
の
か
が
気
が
か
り
な
の
で
あ
っ
た
。
ひ
と
に
も
購
読
を
す

す
め
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
ば
か
り
を
心
配
し
て
い
た
。
そ
れ
が
こ
う
つ
づ
い
た
の
は
、
編
集
者
た
ち
の
『
よ
く

う
ご
く
足
』
に
も
よ
る
だ
ろ
う
。
が
、
や
は
り
そ
う
で
な
い
点
も
、
お
お
い
に
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

そ
れ
は
真
に
階
級
的
な
労
働
運
動
を
、
な
ん
と
か
つ
く
り
だ
し
た
い
と
思
い
な
や
み
、
夢
み
る
ひ
と
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
か
ら
だ
ご
と
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
ひ
と
た
ち
が
、
た
く
さ
ん

い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
誌
面
に
す
こ
し
の
型
は
ま
り
も
感
じ
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
ど
う
か
、
こ
れ
か
ら

も
第
二
の
意
外
、
第
三
の
意
外
を
つ
く
り
だ
し
、
こ
れ
を
80
年
代
の
『
通
常
』
へ
と
も
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。」

　
「
夢
み
る
」
人
々
の
期
待
に
、
運
動
に
有
益
性
を
ど
れ
だ
け
も
て
る
か
で
、
次
を
決
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
組
織
者
で
あ
る
こ
と
を
！
（
文
中
の
敬
称
は
省
略
。
肩
書
き
は
当
時
）

（
附
記
）

　

江
藤
正
修
（
27
年
も
編
集
に
た
ず
さ
わ
っ
た
）
が
06
年
２
月
に
「
戦
後
左
翼
は
な
ぜ
解
体
し
た
か
」（
寺
岡

和
哉
著
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
を
も
の
に
し
た
が
、
同
「
資
料
集
」
に
私
は
「『
労
働
情
報
』
を
語
る
―
そ
の
成

功
と
直
面
し
た
壁
」
と
「『
労
働
情
報
』
時
代
の
覚
え
書
き
」
を
計
53
頁
も
書
い
た
。
興
味
の
あ
る
ひ
と
は
ぜ

ひ
読
ま
れ
た
い
。
同
時
代
社
刊
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
ー
３
２
６
１
ー
３
１
４
９
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
出:｢

労
働
情
報
７
０
６
号｣　

２
０
０
６
年
11
月
１
日
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
記
事
出
典
コ
ー
ド
〉
サ
イ
ト
ち
き
ゅ
う
座 http://w

w
w

.chikyuza.net/　
　

　
〈
ひ
ぐ
ち
と
く
ぞ
う
：
労
働
情
報
初
代
編
集
人
・
初
代
全
国
運
営
委
員
長
〉

　

大
阪
集
会
で
毎
年
、
情
勢
を
見
事
に
分
析
し
た
山
川
暁
夫
、
三
里
塚
農
民
群
像
を
連
載
し
“
革
命
百
人
衆
”

を
提
起
し
た
前
田
俊
彦
、
反
原
発
（
科
学
、
技
術
論
も
）
高
木
仁
三
郎
、
反
公
害
の
田
尻
宗
昭
、
山
下
好
文
（
佐

世
保
地
区
労
、
諌
早
の
自
然
を
守
る
会
）、
沖
縄
の
仲
吉
良
新
（
県
労
協
議
長
、
自
治
労
副
委
員
長
）、
安
里

清
信
（
金
武
湾
を
守
る
会
）、
松
江
澄
（
原
水
禁
広
島
）、
古
谷
能
子
（
新
宿
べ
平
連
）。

　

実
に
豊
か
な
秀
れ
た
日
本
人
民
、
労
働
者
を
代
表
す
る
数
多
く
の
同
志
戦
友
に
恵
ま
れ
て
き
た
。
い
つ
の
日

か
「
あ
の
世
」
で
再
会
し
「
魂
の
共
闘
」
を
組
ん
で
「
こ
の
世
」
の
人
々
を
支
援
連
帯
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
君
ま
さ
ば
語
ら
ん
こ
と
の
さ
わ
な
る
を
南
無
阿
弥
陀
仏
我
も
老
い
た
り
」（
明
治
維
新
か
ら
30
年
後
に
上
野
・

西
郷
像
の
で
き
た
明
治
31
年
12
月
18
日
を
記
念
し
た
勝
海
舟
の
一
句
）

　
　「
意
外
な
長
続
き
」
支
え
た
人
々

　

民
主
主
義
、
社
会
主
義
は
永
久
革
命
で
あ
り
労
働
者
階
級
解
放
は
、
夢
の
ま
た
夢
で
あ
り
、
生
涯
現
役
の
闘

い
で
あ
る
。
徳
球
の
名
言
「
報
わ
れ
る
こ
と
な
き
人
民
へ
の
愛
と
献
身
」
の
精
神
で
あ
る
。

　

本
誌
は
私
も
含
む
大
方
の
予
想
に
反
し
て
、
30
年
の
歴
史
を
き
ず
い
て
き
た
。
関
係
者
の
努
力
、
地
方
読
者

の
支
え
、
協
力
者
の
力
等
の
合
算
で
あ
ろ
う
。
発
刊
３
年
後
に
よ
せ
た
国
分
一
太
郎
（
新
日
文
議
長
）
の
、
次

の
一
文
は
今
も
つ
づ
く
底
流
と
し
て
心
す
べ
き
で
あ
る
。

　
「
50
号
に
よ
せ
て
意
外
な
長
つ
づ
き

◇Ctrl キーを押さえながら上のアドレスをクリック
　すると、掲載サイトに行きます。

◇現代労働組合研究会のＨＰへ（ＴＯＰ）
http://e-kyodo.sakura.ne.jp/roudou/111210roudou-index.htm


